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北九州まちづくり応援団株式会社 

Ⅰ 法人の概要（平成 27 年 4 月 1日現在） 

 １ 所 在 地    北九州市小倉北区魚町二丁目 2番 11 号 

 ２ 設 立 年 月 日    平成 17 年 6 月 27 日 

 ３ 代 表 者    代表取締役社長  原田 康 

 ４ 資 本 金    32,000 千円 

 ５ 北九州市の出資金    1,000 千円（出資の割合 3.1％） 

 ６ 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  7 人 0 人 0 人  7 人 

 
常 勤  1 人 0 人 0 人  1 人 

非常勤  6 人 0 人 0 人  6 人 

職 員 30 人 0 人 0 人 30 人 

 

 

Ⅱ 平成 26 年度事業実績 

  小倉及び黒崎地区の中心市街地の賑わい創出のため、①指定管理事業、②中心市街地活性化事業、③

賑わいイベント事務局事業、④北九州市からの受託事業、⑤商店街支援をはじめとする補助金事業、⑥

「サンリオ小倉ビル」管理事業、⑦「ニューながしまフード」事業を実施した。 

  指定管理事業（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、小倉城が耐震工事のため、4 月 1 日か

ら 12 月 13 日まで閉城となり、入場者数が大幅に減少した。 

  中心市街地活性化事業及び賑わいイベント事務局事業については、概ね予定通りの活動ができ、小倉・

黒崎地区の中心市街地の賑わいづくり・活性化に寄与することができた。 

  北九州市からの受託事業（小倉地区・黒崎地区）については、中心市街地活性化基本計画が終了し、

北九州市からの委託料が大幅に減少したため、体制の見直しや経費の削減に努めた結果、黒字を確保す

ることができた。 

  補助金事業については、商店街支援として平成 25 年度に受託した（株）全国商店街支援センターの商

店街の創業支援事業並びに北九州市の起業支援型地域雇用創造事業を継続して受託した。その結果とし

て、子育てママたちの交流を図るための Web サイトとママトモでの実際交流との相乗効果でコミュニテ

ィの立ち上げが実現した。 

  また、本事業終了後、当社自主事業として若いママ向けの無料情報誌「リトルママ北九州版」の発行

を検討し、試験的に実施したものの、広告料収入が予想を大きく下回り、改善の目途が立たなかったた

め、昨年 12 月をもって事業を終了した。 

  「サンリオ小倉ビル」管理事業については、1 階テナントの「カルディー」の来店者が順調に推移し

ていることから、安定的な賃料を得ることができている。2 階テナントの「ママトモ」については、商

店街と連携したイベントなどを通じて託児施設「ママトモ」の認知ＰＲ活動を行ってきた結果、徐々に

有料託児人数が増加してきている。また 3階多目的スペースについては、子育て支援講座などへの貸出
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しを推進したことにより利用件数が増加するとともに、講座期間中「ママトモ」への有料託児人数の増

加にもつなげることができた。 

  なお、本ビルを賃借するにあたり、ビルの改修費用については、経済産業省からの補助金約 1,600 万

円と銀行からの借入金により調達しているが、銀行借入金については、予定通り返済を進めており、当

期末の借入金残高は 824 万円となっている。（返済完了は、平成 34 年 9 月末予定） 

  「ニューながしまフード」事業については、厳しい事業環境の中、商店街イベントへの積極的な参加、

展示方法の変更・他地域の特産店との連携強化などに取り組んできたが、黒崎地区に新たに大型商業店

舗がオープンした影響が大きく、売上の落ち込みが改善せず、赤字計上することになった。 

  これらの結果、当期の収入は、2億 9,179 万円と前年を大きく下回り、1,174 万円の経常損失を計上し、

前期を大きく下回る結果となった。 
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Ⅲ 平成 26 年度決算 

 １ 貸 借 対 照 表 

 平成 27 年 3 月 31 日現在（単位：円） 

科   目 金 額 科   目 金 額 

（ 資 産 の 部 ）   （ 負 債 の 部 ）   

  

【流 動 資 産】 51,033,909 【流 動 負 債】 27,038,855

現 金 2,442,407 買 掛 金 1,300,872

預 金 26,279,953 未 払 費 用 14,202,622

商 品 5,372,412 未 払 法 人 税 等 611,000

貯 蔵 品 1,926,295 預 り 金 5,138,321

仮 払 金 200,000 仮 受 金 27,840

未 収 入 金 14,807,842 未 払 消 費 税 2,758,200

立 替 金 5,000 預 り 敷 金 3,000,000

【固 定 資 産】 10,895,841 【固 定 負 債】 8,240,000

（有形固定資産） (7,105,841) 長 期 借 入 金 8,240,000

建 物 4,336,579 負債合計 35,278,855

建 物 附 属 設 備 2,769,262 （ 純 資 産 の 部 ）  

（投資その他の資産） (3,790,000)   

投 資 有 価 証 券 60,000 【株 主 資 本】 26,650,895

出 資 金 10,000 資 本 金 32,000,000

差 入 保 証 金 600,000 （利益剰余金） (▲ 5,349,105)

敷 金 3,120,000 そ の 他 利 益 剰 余 金 ▲ 5,349,105

 繰 越 利 益 剰 余 金 ▲ 5,349,105

 純資産合計 26,650,895

資産合計 61,929,750 負債・純資産合計 61,929,750

 

 ２ 損 益 計 算 書 

 自 平成 26 年 4 月 1 日 

 至 平成 27 年 3 月 31 日（単位：円） 

科      目 金      額 

【売 上 高】 

  事 業 収 入 金  97,834,852

  店 売 上 27,867,567

  小 倉 城 関 連 売 上 166,086,368 291,788,787

【売 上 原 価】 

  期 首 棚 卸 高  2,610,887

  小倉城関連売上原価 9,470,712

  仕 入 高 65,264,024

  ＊ ＊ 合 計 ＊ ＊  77,345,623

  期 末 棚 卸 高  ▲ 5,372,412 71,973,211

売 上 総 利 益 金 額 219,815,576

【販売費及び一般管理費】 233,764,221

営 業 損 失 金 額 ▲ 13,948,645

【営 業 外 収 益 】 

  受 取 利 息 8,249

  雑 収 入 2,377,390 2,385,639

【営 業 外 費 用 】 

  支 払 利 息 割 引 料 109,392

  雑 損 失 65,951 175,343

経 常 損 失 金 額 ▲ 11,738,349

税 引 前 当 期 純 損 失 金 額 ▲ 11,738,349

 

当 期 純 損 失 金 額 ▲ 11,738,349
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Ⅳ 平成 27 年度事業計画 

  「北九州市中心市街地活性化基本計画」（小倉地区・黒崎地区）が平成 26 年 3 月末で終了し行政の関

連予算が大幅に減少したこと、並びに前期に大幅な欠損を計上したことなどにより、不採算部門の廃止

や事業規模の縮小などの見直しを行い、今期は、①指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベン

ト事務局事業、④北九州市からの受託事業、⑤「サンリオ小倉ビル」管理事業等に取り組む。 

  これらの活動を通して引き続き、小倉・黒崎地区の賑わいづくり・活性化に寄与していきたいと考え

ている。 

  指定管理事業（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、耐震工事も終了し、今期から 1年間を

通じて様々なイベント・講習会などを開催していく予定である。 

  共通駐車券事業については、新規活用店舗や利用駐車場の拡充に努めるとともに、より効果的な事業

ＰＲツールについての研究を行う。 

  賑わいイベント事務局事業については、「紫川にぎわいづくり実行委員会」が今期は実施されないため

減収となるが、冬の小倉を彩る「小倉イルミネーション実行委員会」事務局業務は例年どおり受託を予

定しており、イルミネーション初日の大乾杯大会も例年どおり開催を予定している。 

  北九州市からの受託事業（小倉地区・黒崎地区）については、今期も引き続き事業受託を予定してい

るが、市からの委託料が前期に比べ減少となるため、小倉・黒崎地区での体制を見直し、人員削減等の

コスト削減に努める。 

  「サンリオ小倉ビル」管理事業については、1 階テナントの「カルディー」への来店者が順調に推移

していることから、安定的な賃料を確保できると考えている。2階テナントの「ママトモ」については、

引き続き有料託児人数を増やすためママトモの認知ＰＲ活動を推進するとともに、市から小規模保育施

設の認定を受けられるよう支援する。また 3階多目的スペースも、前期同様「子育て支援講座」などへ

の貸出しを推進し、2階「ママトモ」への有料託児と併せて収入となるよう努める。 

  「ニューながしまフード」事業については、売上減少に歯止めがかからず黒字化への見通しが立たな

いため、関係者への周知期間を経た後、すみやかに事業清算する。 

  これらの結果、第 11 期の売上高 2億 7,035 万円を見込んでおり、事業清算関連費用等を勘案し、経常

利益は 10 万円を計画している。 

 

 

Ⅴ 役 員 名 簿 

平成 27 年 7 月 1日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代表取締役会長 利 島 康 司 北九州商工会議所会頭 

代表取締役社長 原 田  康 北九州商工会議所副会頭 

取 締 役 中 村  渉 北九州商工会議所参事 

取 締 役 甲 山 博 美 小倉中央商業連合会理事長 

取 締 役 田 島 裕 美 北九州市小倉北区長 

取 締 役 岡 田 孝 徳  

監 査 役 前 川 義 広 西鉄バス北九州㈱代表取締役社長 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


